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研究・教育活動 
 

【和文原著】 

1．守屋秀一, 最上敦彦, 渋谷研太, 富澤杏奈, 糸魚川善昭,烏口突起と上腕骨後捻角の形態は肩甲下筋腱

断裂と関連があるか？ 肩関節, 2025;49(1):89-92 

 

【和文総説】 

1．布谷茉莉香, 最上敦彦, 分島智子, 【創外固定を上手に使いこなす】ヒンジ付き創外固定を使用した

肘関節外傷治療(解説), 臨床整形外科 ,2025;60(4):341-346 

 

【和文著書】 

1．守屋秀一, 【肩甲骨骨折・肋骨骨折の手術"知"の継承とアップデート】肩甲骨関節窩前縁骨折(Ideberg 

Ia)に対する関節鏡視下および直視下骨片固定術の実際(解説 ), 整形外科 Surgical Technique, 

2025;15(5):595-603 

2．守屋秀一,15 転んでから肩をつき痛くて動かせない, 症状から一発診断！上肢の専門医はこう見立て

る, 総合医学社, 2025, 65-67  

3．守屋秀一,16 上腕を強くぶつけて上腕中央が腫れて痛む, 症状から一発診断！上肢の専門医はこう見

立てる, 総合医学社, 2025,68-70 

4．神田章男, 大腿骨近位部骨折のリハビリテーション診療, 第 3 章 特殊な大腿骨近位部骨折の手術と

リハビリテーション治療,合併症,インプラント周囲骨折の手術とリハビリテーション治療,合併症, 

Clinical Rehabilitation(臨床リハ) 臨時増刊, 34, 7 

 

【学会発表（国内）】 

1．神田章男, 井上弘章, 最上敦彦, 大林治, 石島旨章, 応力遮蔽から検討した Curved Short Stem 

optimys のステム周囲骨折, 第 55 回日本人工関節学会, 名古屋, 2025 年 2 月 21-22 日      

2．古城智也 , 糸井陽, 石井悠也 , 三浦健太郎, 大林治, 初療非骨傷性頚髄損傷と診断された

DistractiveFlexionStage1(DFS1）損傷の 2 例, 第 51 回静岡整形外科脊椎研究会, 静岡, 2025 年 3 月

22 日 

3．井上弘章, 神田章男, 最上敦彦, 大林治, ペルテス様変形に関する人工関節全置換術の治療経験, 

第 206 回静岡県整形外科医会集談会, 静岡, 2025 年 3 月 15 日 

4．井上弘章, 神田章男, 治療に長期治療を要し、難渋した股関節脱臼骨折, 第 20 回お茶の水 HIPJOINT

カンファレンス,, 東京, 2025 年 4 月 18 日 

5．神田章男, 井上弘章, 最上敦彦, 大林治, 石島旨章, 仰臥位前方進入人工股関節全置換術において非

吸収性人工靭帯による関節包靭帯縫合の jumping distance への効果, 第 98 回日本整形外科学会学術

総会, 東京, 2025 年 5 月 22-25 日 

6．守屋秀一, 渋谷研太,最上敦彦,大林治,骨折 RSA における上方アプローチの小経験, 第 51 回日本整形

外傷学会学術集会, 神奈川, 2025 年 6 月 27 日 

7．分島智子, 大腿骨転子部骨折における不安定型の定義と評価, 第 51 回日本整形外傷学会, 横浜, 2025

年 6 月 28 日 

 



 

8．布谷茉莉香,守屋秀一,最上敦彦, 非定型骨折術後ﾃﾘﾊﾟﾗﾁﾄﾞ使用歴のあるｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ周囲骨折に対してﾛﾓｿ

ｽﾞﾏﾌﾞ使用で骨癒合を得た 1 例, 第 51 回日本整形外傷学会学術集会, 神奈川, 2025 年 6 月 28 日 

9．堀田理駆,分島智子,守屋秀一, 高エネルギ－外傷による橈骨遠位端骨折に合併した同側肘関節脱臼－

2 例報告－, 第 51 回日本整形外傷学会学術集会, 神奈川, 2025 年 6 月 27 日 

10．青木浩平, 原章,希な舟状骨骨折転位形態をとった径舟状骨月状骨周囲脱臼骨折の 1 例, 第 51 回日

本整形外傷学会学術集会, 神奈川, 2025 年 6 月 27 日 

11．三浦健太郎,分島智子, 神田章男,大林治,最上敦彦,大腿骨転子骨折に対する HnssonDC Nail によ

る知郎経験, 第 51 回日本整形外傷学会学術集会, 神奈川, 2025 年 6 月 27 日 

12．春山高毅, 神田章男, 大林治, 最上敦彦, 井上弘章, カ－ブドショートステム Optimys を用いた大

腿骨内反骨切り術後人工股関節全置換術, 第 207 回静岡県整形外医会集談会, 静岡, 2025 年 7 月 19

日 

13．髙庭透, 最上敦彦,高度膝関節開放性脱臼骨折に対しダメ－ジコントロ－ルサ－ジェリ－を施行した

1 例, Total Care Seminar of Trauma, WEB, 2025 年 8 月 22 日 

14．石井悠也, Verse Fenestrated Screw アライメントガイドを用いた不安定性型腰仙椎骨折の整復及

び 4 本ロッド固定の 1 例, 第 32 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会, 愛知, 2025 年 9 月 20

日 

15．古城智也, 胸椎乾癬性脊椎炎による神経症状に対し、後方固定術が奏功した 1 例, 第 32 回日本脊椎・

脊髄神経手術手技学会学術集会, 愛知, 2025 年 9 月 20 日 

16．東浦佑哉, 糸井陽, 志村有永, 古城智也, 田村憲靖, 最上敦彦, 非定型 Hangman 骨折に対する

C1-C3 後方固定術およびロッドリダクションテクニックを用いた整復固定の 1 例, 第 52 回静岡脊椎

脊髄病研究会, 静岡, 2025 年 9 月 27 日 

17．東浦佑哉, 糸井陽, 志村有永, 古城智也, 田村憲靖, 最上敦彦, 非定型 Hangman 骨折に対する

C1-C3 後方固定術およびロッドリダクションテクニックを用いた整復固定の 1 例, 第 52 回静岡脊椎

脊髄病研究会, 静岡, 2025 年 9 月 27 日 

18．守屋秀一, 富澤杏奈,渋谷研太,最上敦彦,日本人の肩に ARROW はささるか？, 第 52 回日本肩関節

学術集会, 福岡, 2025 年 10 月 8 日 

19．渋谷研太, 富澤杏奈, 守屋秀一, 最上敦彦, 大林治, 肩甲下筋断裂の重症度と上腕骨後捻角および鳥

口突起形態との関連, 第 52 回日本肩関節学術集会, 福岡, 2025 年 10 月 8 日 

20．神田章男,井上弘章,大林治,最上敦彦,石島旨章,Curved short stem optimys に生じたステム周囲骨

折の検討と対策, 第 52 回日本股関節学会学術集会, 山口, 2025 年 10 月 24 日 

21．志村有永,野尻英俊,奥田貴俊,高野弘充,玉川翔太,寺本樹里,石橋仁志,菅原佑太,中井一輝,石島旨章 

EOSimaging とアクリル板を用いた特殊撮影で側弯症患者における ThumbOssification 

Index(TOCI)の信頼性を向上させる, Spine Week Japan2025, 千葉, 2025 年 10 月 30 日 

22．志村有永,野尻英俊,森平泰,高田知史,山田勝崇,内野洋介,友利正樹,村上悠介,片柳順也,明田浩司,永井

琢也,中村英一郎,大谷和之,二階琢哉,石島旨章,種市洋 Lenke type1 患者では胸椎後弯の獲得により術

後肩バランス不良のリスクが減少する～内側と外側肩バランスでの検討～, Spine Week Japan2025, 

千葉, 2025 年 10 月 30 日 

23．石井悠也, 古城智也,糸井陽,“硬膜内”セメント漏出をきたした Cement-augmented Pedicle Screw 

Fixation:A Case Report, Spine Week Japan2025, 千葉, 2025 年 10 月 31 日 

 



 

24．小野瀬喜道, 分島智子，佐藤健太郎，仁木凛太郎，原口直樹. 足関節果部骨折の治療戦略 ～後果骨

折をどう攻略するか～, 第 50 回日本足の外科学会,  軽井沢, 2025 年 11 月 13 日 

 

【特別講演・招待講演】 

1．最上敦彦, 髄内釘を駆使した四肢関節近傍骨折に対する挑戦的治療～一時的創外固定を含めて～, 第

38 回日本四肢再建・創外固定学術集会, 静岡, 2025 年 2 月 7 日-8 日 

2．糸井陽, 頚椎椎弓形成片開き用プレ－トのピットフォ－ル－安全な使用の為に－, 第 1 回椎弓形成を

語る会, 東京, 2025 年 3 月 8 日 

3．糸井陽, Educational Value of the Exoscope in Posterior Cervical Fixation, The 7th ISMISS 

combined with The 17th MISS Summit Forum, 愛知, 2025 年 3 月 14 日-15 日 

4．最上敦彦, ｢Terrible triad injury(TTI)に対する治療～今どこまでわかってきたか～｣, 第 37 回日本

肘関節学会学術集会, 岡山, 2025 年 3 月 14 日-15 日 

5．糸井陽, 地方都市におけるがん専門病院と脊椎外科医の連携, 第 98回日本整形外科学会学術総会, 東

京, 2025 年 5 月 22 日－25 日 

6．最上敦彦, 髄内釘を用いた大腿骨近位部骨折治療～至適選択.知的戦略～, Orthopwdic Surgery 

Expert Seminar, WEB, 2025 年 6 月 11 日 

7．最上敦彦, 第 9 回裏磐梯外傷イリザロフ法セミナ－, 福島, 2025 年 7 月 25 日－27 日 

8．分島智子, NPWT. J-SWAT プレゼンツ 重度四肢外傷 基礎セミナー第 3 回, Web, 2025 年 9 月 7 日 

9．神田章男, 「関節内骨折」 膝関節 内固定(大腿骨顆部), JOTA 日本整形外傷学会 第 15 回アドバ

ンスコース研修会,神戸, 2025 年 9 月 14 日 

10．神田章男, 長期安定性を目指した人工股関節全置換術～骨粗鬆症・stress shielding の観点から～, 

三島市薬剤師会学術講演会, 静岡, 2025 年 9 月 24 日 

11．守屋秀一, 最初の骨折が次の骨折を防ぐ鍵になる 薬剤師が担う骨粗鬆症ケアの役割, 三島市薬剤

師会学術講演会, 静岡, 2025 年 9 月 24 日 

12．分島智子, いつか誰かの'前例'にー外傷整形を歩む女性たち, 第 2 回三公立大学合同整形外傷シンポ

ジウム, 名古屋, 2025 年 09 月 27 日 

13．糸井陽, その神経因性疼痛は圧迫骨折？メタ？その鑑別と地域連携, 富士市医師会学術講演会, 静

岡, 2025 年 10 月 3 日 

14．糸井陽, 地方都市における転移性脊椎腫瘍に対する地域連携の実態と課題, spine Week Japan2025, 

千葉, 2025 年 10 月 30 日-11 月 1 日 

15．神田章男, 労働災害における人工股関節全置換術～機能的改善・良好な長期成績を求めて～, 災害

医学講習会, 三島, 2025 年 10 月 30 日 

16．最上敦彦, 恥骨結合離開を伴う完全不安定型骨盤輪骨折に対する"SIRF(Sacro-Ikiac Rod Fixation"

～後ろから？前から？, 第 19 回四国外傷治療研究会, 香川, 2025 年 11 月 29 日 

17．守屋秀一, RSA オンラインセミナー, WEB, 2025 年 12 月 10 日 

18．分島智子, - 転子部骨折整復のリアル-基本手技×院内ツールで挑む“髄内落ち”回避, Zimmer Biomet 

Trauma Trochanteric femoral Nail Follow-up Seminar, 北谷,  2025 年 12 月 20 日 

 

 


